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氷 ノ 山 フ ィ ー ル ド ノ ー ト 響の森周辺・登山道の自然情報記録よりピックアップして紹介します。

響の
氷ノ山自然ふれあい館

〔 ひ び き の も り だ よ り 〕

Q9l

白くて丸い、かわいらしい花を
咲かせるウドですが、写真のよ
うに実はもっとかわいらしい‼
まるで線香花火のようです。

ウドの実（10月2日）

ソリ遊びのす
ゝめ

山の恵み♡

サルナシ
ツノハシバミ
ヤマブドウ

10/ 8

10/ 13

館内もにぎやかでした

ミヤマクワガタ雄
正面玄関ドアにガが産卵
ヤマガラ侵入
通用口にキツネ

7/ 22
8/ 21
8/ 31
9/  3 

夏の終わりの草花

キツリフネ咲く
ヒメジョオン、ヤマハギ
クロバナヒキオコシ
ツリガネニンジン
ヒヨドリバナ
キクバヤマボクチ　花

 8/ 4
 8/ 13

10/13

スキーもスノ
ーボードもい

いけど、

今年の冬はソ
リ遊びはいか

が？

雪の丘を思い
っきりすべっ

て、

ドキドキわく
わく間違いな

し!!



あんなこと、こんなこと
特集

Speacial Issue

　氷ノ山登山コースで、氷ノ越コースは登山口からしばら
くスギの人工林内を通ります。今秋このコースを歩いてい
て、スギの幹の一部がやたらケバケバしている（毛羽立って
いる）ことに今さらながら気がつきました。どのようにでき
たのでしょうか？ スギの病気でしょうか？ それとも動物の
仕業でしょうか？
　答えは動物の仕業で、ニホンモモンガ（以下、モモンガと
呼びます）やニホンリス、ヤマネによるものと思われます。
幹を上ったり下ったりと移動する時に引っ掻いたのもあり
ますが、樹皮をはぎ取って木の洞に運び巣材に用いること
もあります。
　響の森では、親子自然研究クラブの活動として近くの林
に巣箱を掛け、秋に誰が使ったか調査をしています。以前
の調査で蓋を開けるとスギの樹皮が細長く裂かれたものが
たくさん入っていました。モモンガが使った巣箱でした。
スギの樹皮で作られた巣材は、他の樹種の皮でつくられた
巣材に比べて水の浸透に対する耐性が高く、表面が雨で濡
れてもモモンガがいる内部までは水が浸透しにくくて、モモ
ンガが巣材としてスギの樹皮を好むという研究報告があり

ます。
　また、モモンガは樹木の葉や樹皮、果実等を食べますが、
スギの実や雄花も食べています。冬眠せずに活動していて、
スノーシューハイクの途中にスギの葉先をかじった雄花の
食べ跡や、からし色のフンを見ることもあります。モモンガ
は巣材としてだけでなく、食糧としてもスギを利用している
のです。さらに落葉広葉樹の森が広がる氷ノ山で、冬でも
葉が茂っている常緑のスギ林は、雨や雪、時には捕食者か
ら身を守るために適しているのかもしれません。
　ちなみにモモンガは日本の固有種で、学名（Pteromys 
momonga）でもmomongaとローマ字表記になっています。
鳥取県内では若桜町、智頭町、八頭町の山地森林に生息し、
準絶滅危惧（NT）に指定されています。基本的に木の上で
生活していて、前脚と後ろ脚の間の飛膜で木から木へグラ
イダーのように滑空して移動することができます。響の森
周辺でも生息していますが、夜行性のためその姿を見るこ
とはほとんどありません。ある職員は幸運なことに昼間に
近くの家屋の外壁にいるのを見つけ、みごと写真撮影に成
功しました。残念ながら私は写真でしか見たことがありま

せんが、目が大きくてクリッとしとてもかわいかったです。
　モモンガは夜行性であることから生息範囲などの調査が
難しく情報が少ないです。生息に気付かれないまま道路建
設や伐採等で林が分断されてしまうと木から木への移動が
困難になり、活動範囲が狭められてエサ取りや繁殖に悪影
響が及ぼされます。また、樹洞のできるような古い木はい
ずれ枯死するので、木の世代交代が進む健全な森林環境を
保全するのも大切です。
　この冬はモモンガが生息する森林に行ってみませんか。
響の森の冬イベント「スノーシューハイク」に参加して、ス
ギの木のケバケバやモモンガの食べ跡、フン等モモンガが
氷ノ山に生息している証拠を探しましょう。

　一昨年はコロナの影響で中止になり、昨年は規模を縮
小した分散開催という形を取りましたが、今年はようやく
山フェスらしい形で開催することができました。地元のグ
ルメ屋台、ワークショップ、ステージイベントなどが詰まっ
た最終日は、予想以上に雨が降ってしまいましたが、沢山
の方の来場により、とても賑やかな1日となりました。来
年は良い天気の中、開催できることを願っています。

わかさ氷ノ山 ・ 山フェス2022
10/8㊏～10㊊㊗

　養魚場のニジマスを捕ったり、道路にまかれた融雪剤
を舐めたりする『イマドキの野生動物』の写真展。スライ
ドトークでは、普段からよく人に使われている登山道や公
園での野生動物の写真などを用いて、野生動物と人間を
取り巻く現代の問題や様子を語ってくださいました。ギャ
ラリートークでは撮影時の仕掛けやエピソードを語ってく
ださいました。参加者から質問が飛び交い、中身の濃い
トークショーとなりました。

宮崎学が写す 「イマドキの野生動物」
ギャラリートーク ・ スライドトーク

10/8㊏

　意外にも響の森初開催です。講師は日本で一番ザトウ
ムシに詳しい鶴崎展巨先生。森の片隅でひっそり暮らす
地味～な虫ですが、キャンセル待ちが出るほど大人気でし
た。脚が長くてヒョイヒョイ歩くユーモラスな姿を愛で、
交尾実験をし、第一線で活躍される研究者からお話を聞
きました。ザトウムシはシカ害で林の乾燥が進み数を減
らしていますが、みなさんの目が良くてたくさん見つける
ことができました。さすが！！

親子自然研究クラブ「ザトウムシを観察しよう」
10/9㊐響の森インタープリターのイチ押し情報

冬に響の森に来ても外は寒い

から何して遊ぼう？ という方

は、そりとスコップを借りて外

に出かけてみましょう。そり滑

りのために丘を登り、かまくら

作りのために雪を掘っている

と、いつの間にか汗が。寒さを

感じさせない冬ならではのお

楽しみはいかがでしょうか。

そ り と ス コ ッ プ レ ン タ ル （ 無 料 ） チ ョ ウ の モ ニ タ リ ン グ 調 査 勉 強 会

ク ル ー 活 動 紹 介

こんなクルー活動もあるの？ と思った方

も多いはず。響の森では、来年度から日

本チョウ類保全協会の方々の力をお借り

し、チョウのモニタリング調査を行う予定

です。クルー＆親子自然研究クラブの皆

さんと、響の森の周りにどんなチョウがい

るかを調べていきたいと思います。興味

のある方、クルーに登録してみませんか？

詳しくは響の森までご連絡ください。

イチ押 クルー
※クルー：響の森ボランティア

クルーを随時募集しています!
お問い合わせ・登録はお気軽に響の森まで！

スギの木ケバケバ誰がした？

（高橋）

巣箱調査スギの幹ケバケバ

Highly Recommended

●植物情報提供（1）
　響の森周辺の夏の植物や、動物のおもしろ生態写真を
　提供してくださいました！
●生地から作るスネークパン補助（1）
　コンロの火起こしや火の管理をしてくださいました！
●ザトウムシの観察会（1）
　参加者の安全管理をしてくださいました！
●チョウのモニタリング調査勉強会（8）

8月～11月の活動内容

（　）は延べ人数

スギの実食べ痕 雄花食べ痕 左：モモンガふん

Activity Report

クリクリお目め
の

モモちゃん

モニタリング調査の方法を学ぶクルーの皆さん



申込
2日前まで

申込
2/19まで

開館時間／午前9時～午後5時

〒680-0728 鳥取県八頭郡若桜町つくよね635-175
TEL（0858）82-1620　FAX（0858）82-1612
［ E-mail ］info@hibikinomori.gr.jp
［ HP ］https://www.hibikinomori.gr.jp/

ひびきのもり

氷ノ山自然ふれあい館
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4月～9月
月曜日

休 

館 

日

12月～3月
月～水曜日

10月・11月
月・火曜日

祝日の場合は翌日休

夏休み
期間中は無休 12/29～1/3

バイきんぐ西村さんと公開収録、
石丸謙二郎さんの「山カフェ」電
話出演とラジオ番組にて氷ノ山をPR。冬も遊びに来て下さい。
（高橋）　どこからともなくひっそり隠れて入って来るカメムシ。
あの匂いさえなければかっこいいといえなくも・・・ない？（岡田）
ヤマブドウのつるにしがみついて遊んでいたら、上から実が
ぼとぼと降ってきた。久しぶりにたくさん食べれてハッピーで
した♪（佐々木）　最近ダイエットに励んでいます。年末年始が
恐ろしいです。雪かきで消費できるかな…泣（實延）

（一財）鳥取県観光事業団

申込開始日：12月10日から（2回目雪と遊ぼうは除く）イベントカレンダー 2023年 1月 ～ 3月

お問い合わせ　TEL（0858）82-1620

入館
無料

編 集 後 記

冬といったらやっぱりスノー
シュー！ 普通に歩くと腰まで埋
まりそうになる氷ノ山の雪の
上も、スノーシューを履くと快
適に歩けます。辺り一面銀世
界の景色を楽しみながら、動
物の痕跡を探したり、春待つ
植物の様子を観察したり、冬
ならではの自然を体感できる
スノーシューツアーを、お客様
のご希望日に合わせて開催。
響の森HPで詳細をご確認の
上、是非お申し込みください。

スノーシューハイク
（エコツアー／リクエスト）

Recommended Books

六回目の大絶滅が起きていると言わ
れる今、大人も子供も読んでおきた
い1冊。アメリカで活躍する日本人生
態学者が、世界そして日本の自然に
ついて語ります。もともとの自然が
破壊され、必死に自然保護をする国、
豊かな自然が有りながらその貴重さ
に気づかず失われる自然に無頓着な
国。私たち一人ひとりの選択が未来
を変えると著者は訴えます。さて、
あなたの選択は？

大絶滅はまた起きるのか？
（岩波ジュニア新書）

森のオススメ本

申込期間
12/10～1/9

【著】高橋瑞樹
【発行】岩波書店
2022年6月初版

イ  チ  押 し  イ  ベ  ン  ト

Information

雪と遊ぼう
時間／10：00～14：00
料金／大人1,500円
　　　小人800円
対象／年少～小学生の子供と家族

1
月

2
月

9日㊊㊗ ネイチャースキートレッキング

8日㊐ おためしスノーシュー

15日㊐

申込期間
1/20～2/5

雪と遊ぼう
時間／10：00～14：00
料金／大人1,500円
　　　小人800円
対象／年少～小学生の子供と家族

12日㊐

冬山登山にチャレンジ
時間／8：30～15：00
料金／ 4,800円
対象／ 18歳以上

26日㊐

夜の森スノーシューハイク
時間／18：00～21：00
料金／ 3,000円
対象／小学4年生以上

4日㊏

3
月

22日㊐

21日㊏

スノーシューハイク

29日㊐ スノーシューハイク

4日㊏ スノーシューハイク

5日㊐ ネイチャースキートレッキング

28日㊏

森のようちえん＋（雪バージョン）

森のようちえん＋（雪バージョン）19日㊐

11日㊏ ネイチャースキートレッキング

親子自然研究クラブ
「冬の自然観察」

5日㊐ スノーシューハイク

プラス

プラス


